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今月の表紙：奴踊り
撮影：舟野 喜代子（北陸ミロク会計人会）　場所：石川県金沢市 https://www.mirokukai.ne.jp/

北陸会企画
重要伝統的建造物群保存地区に選定された「吉久」と
平成の大修理が完了した国指定重要文化財「勝興寺」

第45回全国統一研修会 熊本大会
開催のご案内

事務所訪問
若狹泰英税理士事務所

ミロク会計人会連合会＆
単位会　定期総会報告

コロナ禍で人気急上昇のアイテム紹介
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シリーズ企画

ミロクシステムQ&A
『減価償却』

会計人のリレーエッセイ
北陸ミロク会計人会　小木 崇永



■日程　令和3年11月18日（木）
■会場　ホテル日航熊本
〒860-8536 熊本市中央区上通町2-1
TEL：096-211-1111
●主催：ミロク会計人会連合会
●担当：九州ミロク会計人会
●協賛：株式会社ミロク情報サービス

■受付／午後0時30分～午後1時45分
■式典・基調講演／午後1時45分～午後4時00分
■大会記念研修会／午後4時30分～午後6時00分
■大会記念分科会／午後4時30分～午後6時00分
■移動分科会／午後4時30分～午後6時00分
■懇親パーティー／午後6時30分～午後8時30分
■郷土物産展／午後0時30分～午後7時00分

復
興
し
た
熊
本
城
に
、新
た
な
時
代
の
生
き
方
を
学
ぶ
。

時
間
：
午
後
1
時
45
分
〜
午
後
4
時
00
分

会
場
：
阿
蘇（
5
階
）

講
師
：
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所 

所
長・理
事

医
師・医
学
博
士　

満み

つ

や屋 

裕ひ

ろ

あ

き明 

氏

定
員
：
7
0
0
名

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
5
年
、熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。82
年
に
米
国
国
立
癌
研
究
所 

（
N
C
I
）へ
留
学
し
、84
年
よ
り

H
I
V
感
染
症
に
対
す
る
治
療
法
開
発
に
従
事
。A
Z
T
、d
d
I
、d
d
C
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
活
性
を
明
ら
か

に
し
、A
I
D
S
に
対
す
る
化
学
療
法
の
基
礎
を
築
き
、今
も
構
造
に
基
づ
い
た
抗
H
I
V
剤
の
デ
ザ
イ
ン
・
開
発

を
続
け
る
。2
0
1
2
年
に
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

理
事
・
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
な
り
、16
年
に
同
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
所
長
・
理
事
と
な
る
。同
年
、熊
本
大
学
医
学
部
特
別
招
聘
教
授
に
も
就
き
、他
、千
葉
大
学
客

員
教
授
や
獨
協
医
科
大
学
特
別
栄
誉
教
授
を
兼
任
。 式

典
・
基
調
講
演

「
エ
イ
ズ
治
療
薬
開
発
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
開
発
へ
」

　

世
界
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、従
来
の
社
会
構
造
が
変
わ
る
中
、我
々
の
思
考
は
ど
の
よ
う
に
変

革
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。流
動
す
る
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
専
門
技
能
と
視
座
の
獲
得
こ
そ
職
業
会
計
人
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。第
45
回
全
国
統
一
研
修
会
は
、コ
ロ
ナ
時
代
、
I
T
・
A
I
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
税
務
の
専

門
性
お
よ
び
企
業
体
質
強
化
の
た
め
の
研
修
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、参
加
者
上
限
を
抑
制
す
る
な
ど
の

安
心
安
全
な
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
の
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
熊
本
城
や
加
藤
神
社
の
復
興
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
で
、ミ

ロ
ク
会
計
人
会
の
活
性
化
と
会
員
事
務
所
お
よ
び
関
与
先
企
業
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

基
調
講
演
に
は
、国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
所
長
・
理
事
で
あ
る
満
屋 

裕
明
氏
を
お
招
き
し
、「
エ

イ
ズ
治
療
薬
開
発
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
開
発
へ
」と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

大
会
記
念
研
修
会
で
は
、慶
應
義
塾
大
学
の
特
別
招
聘
教
授
で
あ
る
夏
野 

剛
氏
に
、「
I
T
・
A
I
時
代
に
求
め
ら

れ
る
企
業
競
争
力
」を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。大
会
記
念
分
科
会
に
お
い
て
は
、加
藤
神
社
名
誉
宮
司
の

湯
田 

榮
弘
氏
を
お
招
き
し
、「
今
、清
正
公
に
学
ぶ
こ
と
」を
演
題
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。さ
ら
に
、今
回
は
特
別

企
画
と
し
て「
移
動
分
科
会
」を
開
催
し
ま
す
。「
今
こ
そ
見
て
欲
し
い
熊
本
城
〜
記
憶
の
記
録
〜
」を
テ
ー
マ
に
、語

り
部
ガ
イ
ド
の
方
と
熊
本
城
の
周
辺
を
見
学
し
ま
す
。ま
た
、当
日
の
会
場
で
は
今
回
で
8
回
目
と
な
る
郷
土
物
産

展
を
開
催
し
ま
す
。他
に
も
翌
日
に
は
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
や
、記
念
旅
行
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
統
一
研
修
会
に
、多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

蘇る熊本 !　復興からの新たなる発展

第45回全国統一研修会

熊本大会熊本大会

2月刊税理士事務所CHANNEL



時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
ガ
ー
デ
ン
バ
ン
ケ
ッ
ト「
S
o
r
a
」（
7
階
）

講
師
：
加
藤
神
社 

名
誉
宮
司　

湯ゆ

た田 

榮し
げ
ひ
ろ弘 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
天
草（
5
階
）

講
師
：
慶
應
義
塾
大
学 
政
策・メ
デ
ィ
ア
研
究
科 

特
別
招
聘
教
授　

夏な
つ
の野 

剛た
け
し 

氏

定
員
：
3
5
0
名

定
員
：
80
名

定
員
：
80
名

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
7
年
、國
學
院
大
學
文
学
部
神
道
学
科
を
卒
業
し
、同
年
4
月
1
日
よ
り
熊

本
城
内
鎮
座
加
藤
神
社
に
奉
職
。1
9
8
5
年
4
月
1
日
、加
藤
神
社
第
十
二
代
宮

司
に
就
任
。2
0
1
5
年
3
月
31
日
に
退
任
し
、同
年
4
月
1
日
に
名
誉
宮
司
に
就

任
。元
壷
川
小
学
校
P
T
A
会
長
。元
熊
本
市
P
T
A
協
議
会
副
会
長
。現
一
般
財
団

法
人
神
風
連
資
料
館
理
事
長
。一
般
財
団
法
人
熊
本
城
顕
彰
会
会
長
。熊
本
県
警
察
官

友
の
会
、熊
本
中
央
警
察
署
副
支
部
長
。熊
本
県
い
の
ち
の
懇
談
会
役
員
他
。著
書
に

『
仰

あ
お
ぐ

清せ
い

正
し
ょ
う

公こ
う

』（
神
と
し
て
人
と
し
て
）。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
、東
京
ガ
ス
入
社
。ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
経
営
大
学

院（
ウ
ォ
ー
ト
ン
ス
ク
ー
ル
）卒
。ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
副
社
長
を
経
て
、N
T
T
ド
コ

モ
へ
。「
i
モ
ー
ド
」「
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」な
ど
の
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
、

ド
コ
モ
執
行
役
員
を
務
め
た
。現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
、近
畿
大
学
の
特
別
招
聘
教
授

の
他
、株
式
会
社
K
A
D
O
K
A
W
A
代
表
取
締
役
社
長
、株
式
会
社
ド
ワ
ン
ゴ
代

表
取
締
役
社
長
、そ
し
て
、ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
、グ
リ
ー
、U
S
E
N

‒

N
E
X
T 

H
O
L
D
I
N
G
S
、日
本
オ
ラ
ク
ル
の
社
外
取
締
役
を
兼
任
。こ
の
他
、経
済
産

業
省
の
未
踏
I
T
人
材
発
掘
・
育
成
事
業
の
統
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議
委
員
、内
閣
府
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
共
同
会
長
な
ど
も
務
め
る
。

日程／令和3年11月19日（金）
会場／熊本空港カントリークラブ
〒869−1106
熊本県菊池郡菊陽町曲手838
※定員100名

肥後うまかモン市場
日程／令和3年11月18日（木）

午後0時30分～午後7時

懇親ゴルフ大会

第8回郷土物産展

記念旅行

大
会
記
念
研
修
会

移
動
分
科
会

大
会
記
念
分
科
会

「
I
T
・
A
I
時
代
に
求
め
ら
れ
る
企
業
競
争
力
」

「
今
、
清
正
公
に
学
ぶ
こ
と
」

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

運
行
概
要
：
現
地
ガ
イ
ド
に
よ
る
見
学
説
明 

（
バ
ス
で
熊
本
城
へ
移
動
）

熊
本
城
は
、1
6
0
7
年
に
加
藤
清
正
が
当
時
の
最
先
端
の
技
術
と
労

力
を
投
入
し
て
建
築
さ
れ
た
名
城
と
し
て
有
名
で
す
が
、2
0
1
6
年

4
月
14
日
と
16
日
に
2
度
襲
っ
た「
最
大
震
度
7
」の
大
地
震
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、次
の
世
代

に
語
り
継
い
で
い
こ
う
。ま
た
、熊
本
城
や
史
跡
・
観
光
文
化
へ
の
思
い

を
訪
れ
る
お
客
様
に
伝
え
、熊
本
の
魅
力
を
語
り
継
い
で
い
こ
う
。と
、

「
今
だ
か
ら
こ
そ
見
て
欲
し
い
熊
本
城
」を
外
周
か
ら
見
学
し
て
ご
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。

「
今
こ
そ
見
て
見
て
欲
し
い

熊
本
城
〜
記
憶
の
記
録
〜
」

同時
開催

●3日間コース
日程／令和3年11月19日（金）～ 21日（日）
●日帰りコース
日程／令和3年11月19日（金）

【お客様へのお願い】
・ご参加の際は、マスク着用をお願いいたします。
・集合時や受付時は、検温ならびに手指の消毒にご協力をお願いいたします。
・ソーシャルディスタンスを考慮した座席配置とさせていただきます。
・大声での会話はお控えいただきますよう、よろしくお願いいたします。
【スタッフの取り組み】
・体調管理を徹底しております。
・手洗い・うがい、マスク着用、手指の消毒など感染防止対策を徹底しております。

新型コロナウイルス
感染防止対策について

3 月刊税理士事務所CHANNEL



コ
ロ
ナ
禍
で
変
化

い
ま
注
目
を
集
め
る
品
々

東
急
ハ
ン
ズ
で
は
以
前
、
各
店
舗
の
売
上

に
占
め
る
割
合
と
し
て
は
化
粧
品
や
文
房
具

が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長

期
化
し
、「
外
出
自
粛
に
よ
り
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
た
」「
テ
レ
ワ
ー
ク
率
が
高
ま
っ

た
」「
外
出
時
に
は
常
に
マ
ス
ク
を
つ
け
る
の

が
当
た
り
前
に
」「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
機
会
が
減
っ
た
」「
飲
み
会
や
ラ
イ

ブ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
オ
ン
ラ
イ

ン
化
」
な
ど
日
常
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
で
、「
マ
ス
ク
を

含
め
た
衛
生
用
品
」「
健
康
用
品
」「
テ
レ
ワ

ー
ク
関
連
用
品
」「
お
う
ち
時
間
を
快
適
に
す

る
た
め
の
商
品
（
調
理
用
品
な
ど
）」
な
ど
が

売
上
を
牽
引
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
新
た
に
台
頭
し
た
商
品
、

あ
ら
た
め
て
注
目
を
集
め
て
い
る
商
品
、
そ

し
て
今
後
も
引
き
続
き
有
用
と
思
わ
れ
る
ア

イ
テ
ム
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
々
の
料
理
で
活
躍
す
る

時
短
、
便
利
、
手
軽
ア
イ
テ
ム

ま
ず
は
キ
ッ
チ
ン
用
品
か
ら
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
や
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
ウ

ィ
ー
ク
デ
ー
も
昼
食
を
自
宅
で
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
会
社
員
や
学
生
が
増
え
て

い
ま
す
。
近
所
の
飲
食
店
な
ど
で
お
弁
当
を

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
す
る
の
も
い
い
で
す
が
、
そ

れ
ば
か
り
で
は
栄
養
が
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
こ
れ
を
機

に
「
自
炊
に
目
覚
め
た
」
方
も
多
い
よ
う
で

す
。
事
実
、
東
急
ハ
ン
ズ
で
も
キ
ッ
チ
ン
用

品
が
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
ア
イ

ラ
ッ
プ
」（
岩
谷
マ
テ
リ
ア
ル
）
は
発
売
か
ら

40
年
以
上
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
、
あ
ら

た
め
て
「
便
利
で
使
い
や
す
い
」
と
人
気
で

す
。
食
品
の
保
存
に
使
う
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

と
い
え
ば
シ
ー
ト
状
の
も
の
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

で
す
が
、
こ
れ
は
マ
チ
付
き
の
袋
状
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
食
品
を
容
器
に
入
れ
る
こ
と

な
く
そ
の
ま
ま
包
め
て
手
間
い
ら
ず
。
さ
ら

に
、
防
湿
性
に
優
れ
て
い
る
の
で
食
品
の
新

鮮
さ
を
し
っ
か
り
保
っ
て
く
れ
ま
す
。
食
品

以
外
で
も
氷
の
う
や
急
場
の
手
袋
代
わ
り
な

ど
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
用
途
が
広
が
り
ま
す
。

も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
の
が
「
絶
品
レ
ン

ジ
で
パ
ス
タ
」（
エ
ビ
ス
）、
そ
の
名
の
と
お

り
鍋
を
使
わ
ず
レ
ン
ジ
で
パ
ス
タ
が
茹
で
ら

れ
る
画
期
的
な
商
品
で
す
。
調
理
方
法
は
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
ケ
ー
ス
に
パ
ス
タ
を
入

れ
て
熱
湯
を
注
ぎ
、
フ
タ
を
し
て
鍋
で
茹
で

る
の
と
同
じ
時
間
レ
ン
ジ
で
チ
ン
す
る
だ

け
。
こ
ん
な
に
簡
単
で
手
軽
な
上
、「
絶
品
」

の
パ
ス
タ
が
つ
く
れ
る
の
が
こ
の
商
品
の
す

ご
い
と
こ
ろ
。
茹
で
汁
を
循
環
さ
せ
て
パ
ス

タ
の
表
面
に
デ
ン
プ
ン
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
独
自
の
「
ヴ
ォ
ル
ケ
ー
ノ
構
造
」
に
よ
り
、

高
級
パ
ス
タ
の
よ
う
に
も
っ
ち
り
仕
上
が
り
、

宮沢 拓矢 氏

2016年東急ハンズ渋谷店入
社。 新店準備室、渋谷スク
ランブルスクエア店を経て
2020年に現職。

東急ハンズ EC事業部

コロナ禍で人気急上昇のアイテム紹介
コロナ禍が長期化する中、これまでとは異なる生活やビジネス環境に適した家具や家電、

その他さまざまなアイテムが登場し、注目を集めました。そこで、住まいと生活に関する商品を多数取り扱う小売業大手、
東急ハンズ EC事業部の宮沢 拓矢氏に、ネットストアの売れ筋商品から「今後も引き続き

日常生活やビジネスに有用と思われるアイテム」を一挙紹介してもらいます。

シリーズ企画 Special issue

本体サイズ：（約）縦35×横25cm（マチ含む）
パッケージサイズ：（約）幅21×奥7.8×高9.5cm
入数：60枚入
素材：ポリエチレン

アイラップ
岩谷マテリアル／ 192円／ 2010年～

レトロなパッケージと
三角形が特徴のマチ付
きポリ袋。ワンタッチ
で取り出しやすいのも
◎。日本食品分析セン
ターの検査に合格して
おり、食品衛生法上、
安心してつかえる。

キッチン商品

4月刊税理士事務所CHANNEL



湯
切
り
不
要
で
茹
で
汁
を
使
い
切
る
の
で
風

味
も
逃
が
さ
ず
閉
じ
込
め
ま
す
。
時
短
で
手

軽
、
し
か
も
お
い
し
い
と
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
ア
イ
テ
ム
な
の
で
す
。

部
屋
の
掃
除
だ
け
で
な
く

空
気
も
き
れ
い
に

在
宅
時
間
の
増
加
の
影
響
で
増
え
た
家
事

と
い
え
ば
、
料
理
（
自
炊
）
と
と
も
に
筆
頭

に
上
が
る
の
が
部
屋
の
片
付
け
や
整
理
整
頓
、

掃
除
で
す
。
片
付
け
や
掃
除
は
日
々
過
ご
す

自
宅
の
環
境
を
快
適
で
清
潔
な
も
の
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
気
分
転
換
に
も
ピ
ッ
タ
リ
。

「
掃
除
を
す
る
と
気
分
が
よ
く
な
る
」「
達
成

感
が
味
わ
え
る
」
と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
き

ま
す
。
た
だ
、
せ
っ
か
く
床
や
壁
、
家
具
な

ど
を
掃
除
し
て
物
を
片
付
け
て
も
、
部
屋
の

中
の
空
気
が
き
れ
い
で
な
い
と
気
分
は
よ
く

な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
わ
け
で
、
数
あ
る
掃

除
用
品
の
中
か
ら
「
カ
ビ
ッ
シ
ュ
ト
レ
ー
ル 

エ
ア
コ
ン
フ
ァ
ン
洗
浄
剤
」（
コ
パ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

は
エ
ア
コ
ン
の
送
風
フ
ァ
ン
の
汚
れ
や
カ
ビ
、

ホ
コ
リ
を
泡
ス
プ
レ
ー
で
一
掃
で
き
る
と
い

う
商
品
で
す
。「
ス
テ
ッ
プ
1
の
洗
浄
用
」
と

「
ス
テ
ッ
プ
2
の
す
す
ぎ
用
」、「
洗
浄
液
回
収

袋
」
が
1
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
家
庭
用

エ
ア
コ
ン
（
6
〜
8
畳
用
）
室
内
機
フ
ァ
ン

1
台
に
つ
き
こ
れ
ら
1
セ
ッ
ト
を
使
用
し
ま

す
。
洗
浄
方
法
を
ざ
っ
と
説
明
す
る
と
、
ま

本体サイズ：（約）幅12.5×奥28.3×高9.5cm
容量：（約）770mL
耐熱温度：（約）140度
素材：ポリプロピレン
原産国：日本

パッケージサイズ：（約）高21.5×幅13.5×奥8cm
容量：（約）［ステップ1洗浄用］180mL ［ステップ2す
すぎ用］300mL
成分：［ステップ1洗浄用］界面活性剤（2.5％脂肪酸
アルカノールアミド）、溶剤（エタノール） ［ステッ
プ2すすぎ用］エタノール
付属品:洗浄液回収袋（ビニール袋）×1枚
使用量の目安:6～8畳用のエアコン室内機1台1回分

絶品レンジでパスタ
エビス／ 880円／ 2017年～

カビッシュトレール
エアコンファン洗浄剤
コパ・コーポレーション／ 2530円／ 2014年～

デンプンを含んだゆで汁が噴出口
から溢れ、フタ穴から容器内にま
んべんなく落ちる。ゆで汁を循環
させることで、パスタ全体におい
しさを行き渡らせる。

エアコンを傷めないムースとリ
ンスの2本と、便利な洗浄液回収
袋付。エアコンから出る臭いや
カビを抑えるだけでなく、送風
ファンの動きがスムーズになり、
風力が上がって音も静かになる。

※イメージ画像です。撮影小物は付属されません。

キッチン商品

掃除用品

5 月刊税理士事務所CHANNEL



ず
、
送
風
口
に
洗
浄
液
回
収
袋
を
セ
ッ
ト
し

た
上
で
洗
浄
ス
プ
レ
ー
の
泡
を
フ
ァ
ン
に
行

き
わ
た
ら
せ
、
30
分
ほ
ど
置
く
と
徐
々
に
汚

れ
が
落
ち
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
も
う
1
本
の

す
す
ぎ
剤
を
残
っ
た
泡
や
汚
れ
に
ス
プ
レ
ー

す
れ
ば
、
真
っ
黒
の
汚
れ
が
付
属
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
の
中
へ
。

そ
し
て
も
う
1
品
、
こ
の
「
カ
ビ
ッ
シ
ュ

ト
レ
ー
ル　

エ
ア
コ
ン
フ
ァ
ン
洗
浄
剤
」
と

合
わ
せ
て
業
界
初
、
天
然
酵
素
「
溶
菌
酵
素
」

の
力
で
カ
ビ
や
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
働
き

を
99
％
無
力
化
す
る
機
能
を
持
つ
「
カ
ビ
ブ

ロ
ッ
ク
バ
イ
オ
酵
素
フ
ィ
ル
タ
ー
」（
ス
タ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
）
を
使
う
の
も
オ
ス
ス
メ
。
こ

れ
で
エ
ア
コ
ン
か
ら
の
い
や
な
臭
い
や
カ
ビ

と
は
オ
サ
ラ
バ
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
役
立
ち
ア
イ
テ
ム
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
用
品

さ
て
、
続
い
て
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に

役
立
つ
ア
イ
テ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。「
パ
ソ

コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
さ
え
あ
れ

ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
実

際
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で
生
産
性
を
上
げ
る
に
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
で
い
か
に

快
適
な
環
境
を
構
築
で
き
る
か
が
肝
心
。
も

ち
ろ
ん
東
急
ハ
ン
ズ
で
も
、
そ
う
し
た
視
点

の
便
利
グ
ッ
ズ
を
多
数
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ア
ル
ミ
製
折
り
畳
み
ス
タ
ン
ド
「
ダ

ブ
ル
ス
イ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
バ
イ
ミ
ー
」（
ア
ー

キ
サ
イ
ト
）
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
見
て

東急ハンズは「ここは、ヒント・マーケット。」を
ブランドステートメントとし、全国各地の百貨
店やショッピングセンターなどに店舗展開し
ている。このコロナ禍ではネットストアの売り
上げが好調、EC事業部の宮沢氏は「ヒントを
お客様にお届けする――。ハンズネットでもそ
の理念は変わりません。店頭では見つけられな
い発見を提供しつつ、よりご利用いただきやす
いサイトを目指してまいります」と話している。

東急ハンズネットストア online store

https://hands.net/
Check

本体サイズ：（約）38×80cm
原材料：レーヨン、ポリエステル不織布、ポリプ
ロピレン不織布
入数：2枚
付属品：両面粘着テープ付き

本体サイズ：（約）［使用時］幅84×奥124×高104mm（フック幅
14mm） ［収納時］幅84×奥18×高130mm（突起部除く）
対応サイズ：（約）10インチタブレット、600gまでのタブレット
重量：（約）195g
原材料：アルミ合金、シリコーン、プラスチック
付属品：取扱説明書（保証書）、クッションシート×1
保証期間：購入日より6カ月
原産国：中国

カビブロックバイオ酵素フィルター
スターフィルター／ 1397円／ 2020年～

ダブルスイングスタンドバイミー
アーキサイト／ 2220円／ 2017年～

業界初の「溶菌酵素」は安全な物質。エアコンの汚
れを防ぐと同時にカビ、菌、ウイルスからも部屋を
守ることができる。

10イ ン チ、 も し く は
600gのタブレットま
で対応。ケーブルを挿
したまま置くこともで
きる。折りたたむと持
ち運びに便利なスリム
サイズに。

※イメージ画像です。

※使用イメージです。小物は付属しません。

テレワーク役立ち
アイテム

掃除用品
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ー
ハ
ー
ド
」（La.V

IE

）。
こ
の
合
成
ゴ
ム
を

両
手
や
足
に
引
っ
掛
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
を
す
る
こ
と
で
、
テ
レ
ワ

ー
ク
中
で
か
た
ま
り
が
ち
な
体
を
伸
ば
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
強

化
な
ど
に
も
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
用
品
か
ら
掃
除
用
品
、
テ
レ
ワ

ー
ク
お
役
立
ち
ア
イ
テ
ム
、
そ
し
て
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
用
品
ま
で
、
全
7
品
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
生
活
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
よ
り
便
利
で
快
適
な
も
の
に
し
て
く
れ

る
優
れ
モ
ノ
ば
か
り
。
気
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
試
し
に
取
り
入
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
中
、

今
後
も
こ
う
し
た
ア
イ
テ
ム
の
人
気
は
続
き

そ
う
で
す
。
当
然
、
メ
ー
カ
ー
も
次
々
と
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
、

当
社
と
し
て
も
引
き
続
き
、
よ
り
よ
い
商
品

を
数
多
く
の
お
客
様
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

の
通
り
角
度
を
変
え
た
り
折
り
た
た
ん
だ
り

自
由
自
在
の
こ
の
商
品
、
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ

ホ
（
10
イ
ン
チ
ま
た
は
6
0
0
ｇ
ま
で
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
を
ダ
ブ
ル
画
面
で
使
用
す
る
際

な
ど
に
大
活
躍
で
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
を

挿
し
た
ま
ま
置
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
息

抜
き
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き
に
も
便
利
、
さ

ら
に
は
旅
先
で
の
セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
撮
影
ス

タ
ン
ド
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
に
仕
事
用
の
書
斎
が
な
く
、

リ
ビ
ン
グ
な
ど
家
族
と
共
用
の
場
所
で
仕

事
を
し
て
い
る
人
に
特
に
オ
ス
ス
メ
な
の

が
「
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
グ 

m
o
・
b
a
c
o 

u
p
」（
コ
ク
ヨ
）。
パ
ソ
コ
ン
や
書
類
、
フ

ァ
イ
ル
な
ど
必
要
な
ツ
ー
ル
一
式
を
持
ち
運

ぶ
の
に
ピ
ッ
タ
リ
の
バ
ッ
グ
で
、
ロ
ッ
カ
ー

に
ス
ッ
キ
リ
収
ま
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
仕
事
に
必
要
な
も
の
を
こ
の
中
に
全
て

収
納
し
て
お
け
ば
、
家
の
ど
こ
で
も
す
ぐ
に

仕
事
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
終
わ
っ
た
ら

サ
ッ
と
片
付
け
が
で
き
ま
す
。
自
宅
で
の
テ

レ
ワ
ー
ク
で
は
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

O
N
／
O
F
F
の
切
り
替
え
が
し
に
く
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、「
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
グ 

m
o
・

b
a
c
o 

u
p
」
を
使
え
ば
そ
の
心
配
も
軽

減
さ
れ
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
疲
れ
た
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
運
動
不
足
も
解
消
で
き
る

ア
イ
テ
ム
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
名
も
「
の
び
〜
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ー
パ

QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード

本体サイズ：（約）［外寸］幅380×奥105×高260mm　［内寸］幅360×
奥95×高245mm ［PCポケット］幅355×奥28×高240mm
重量：（約）650g
素材：［内装］ポリエステル ［芯材］PE、PP ［ショルダーベルト］PU、PP
原産国:中国

本体サイズ：（約）幅39.5×奥2.5×長10.5cm
パッケージサイズ：（約）幅12×奥5×高22cm
素材：合成ゴム
原産国：台湾

モバイルバッグ mo・baco up （モ・バコアップ）
コクヨ／ 8470円／ 2019年～

のび～るフィットネス
スーパーハード
La.VIE ／ 1408円／ 2017年～

両手をふさがず、楽に持ち運べるショルダータ
イプ。マウス・電源ケーブルが収容できる前ポ
ケット、書類を挿せる後ろポケット、ドリンク
用ポケットなどの外ポケットで持ち運ぶものが
素早く出し入れできて便利。

効いている筋肉を意識し、自然な呼吸でゆっくり正
確な運動を心がけるのがコツ。約150㎝まで伸び
る（150㎝まで伸ばした時の負荷の目安は約14㎏）。

※使用イメージです。撮影小物は付属しません。

※使用イメージです。

リラックス用品

テレワーク役立ち
アイテム
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現
場
経
験
を
豊
富
に
積
ん
だ
後

大
学
院
進
学
を
経
て
税
理
士
に

―
若
狹
先
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を

経
て
、
現
在
の
事
務
所
の
所
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

若
狹 

泰
英
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

私
は

大
阪
の
専
門
学
校
で
学
ん
だ
後
に
地
元
に
戻

り
、
現
在
の
事
務
所
の
前
身
で
あ
る
細
川
正

雄
税
理
士
事
務
所
で
勤
務
し
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
仕
事
を
し
な
が
ら
資
格
を
取
得
し
よ

う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
実
務
に

携
わ
り
始
め
る
と
思
う
よ
う
に
時
間
を
と
る

こ
と
が
で
き
ず
、
2
科
目
を
残
し
て
資
格
を

取
得
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
細
川
先
生
か
ら
の
信
頼
の
下
、
多
く

の
顧
問
先
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
様

な
実
務
経
験
を
積
め
た
の
は
大
き
か
っ
た
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
今
の
よ

う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
ら
れ
る
状
況

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
金
沢
の
書
店
な
ど
に
よ
く
調
べ
に
行
っ

た
り
し
な
が
ら
着
実
に
見
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
そ
う
い
っ
た
経
験

は
、
ま
さ
に
今
の
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

―
最
終
的
に
税
理
士
資
格
は
ど
の
よ
う
に

し
て
取
得
し
た
の
で
す
か
。

若
狹　

細
川
先
生
の
急
逝
が
大
き
な
転
機
に

な
り
ま
し
た
。
他
事
務
所
の
先
生
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
何
と
か
事
務
所
自
体
は
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
や
は
り

私
自
身
が
有
資
格
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
き
ち

ん
と
事
務
所
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
再
び
税
理
士
資
格
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に
偶
然
金
沢
の
大

繊維工業と伝統工芸を地場産業として栄えてきた石川県中能登地区の中核市である七尾市に事務所を構える若狹泰英税理士事務所。
現在は顧問先の大多数を占める中小企業・小規模事業者に真摯に向き合いながら、
記帳代行を入口としたトータルサポートに注力しています。早速、これまでの歩みやその業務内容について、若狹 泰英所長に伺いました。

顧問先目線の記帳代行を入口として
中小企業・小規模事業者の経営をトータルサポート

事 務 所事 務 所 訪 問

所在地 石川県七尾市塗師町37番地　北野ビル2F
TEL 0767-57-5117
設立 2016年
職員数 5名
http://www.wakasa-kaikei.co.jp

若狹泰英税理士事務所

七尾市
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月
に
は
税
理
士
登
録
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、

7
月
に
事
務
所
名
を
現
在
の
名
称
に
変
更
し

ま
し
た
。

地
場
産
業
が
衰
退
傾
向
に
あ
る
中

コ
ロ
ナ
禍
で
二
極
化
が
さ
ら
に
進
行

―
顧
問
先
の
傾
向
や
特
色
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

若
狹　

中
能
登
地
区
は
繊
維
工
業
と
伝
統
工

芸
を
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
地
域

で
す
か
ら
、
か
つ
て
は
や
は
り
こ
れ
ら
の
産

業
に
携
わ
る
顧
問
先
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
実
際
、
繊
維
工
業
に
関
連
す
る
顧
問

先
だ
け
で
2
、
3
割
を
占
め
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
現
在
は
い
ず

れ
の
産
業
も
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
あ
る
程
度

の
規
模
の
企
業
し
か
残
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
あ
と
は
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
和
倉
温

泉
の
旅
館
な
ど
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、
全
体

的
に
み
る
と
中
小
製
造
業
が
圧
倒
的
に
多
い

で
す
ね
。

―
顧
問
先
の
景
況
感
は
い
か
が
で
す
か
。

若
狹　

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
廃
業
な
ど
の

相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
し
て
も
、

債
務
超
過
が
続
い
て
お
り
、
将
来
が
見
え
な

い
顧
問
先
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
、
厳
し

い
状
況
に
な
る
前
に
会
社
を
整
理
し
て
は
ど

う
か
と
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
酷
な

提
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
営
者
に
そ
う
い

っ
た
選
択
を
促
し
、
経
営
者
と
従
業
員
の
未

学
院
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
目
に
入
り
、
あ
ら
た
め
て
「
税
法
」
ま
た

は
「
会
計
学
」
の
修
士
課
程
を
修
了
す
れ
ば

税
理
士
試
験
の
科
目
を
免
除
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。
正
直
、
今
に
な
っ

て
税
理
士
試
験
に
取
り
組
む
だ
け
の
余
力
は

な
か
っ
た
の
で
、
も
は
や
こ
の
道
し
か
な
い

と
考
え
、2
0
1
3
年
9
月
か
ら
大
学
院
に
通

い
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
仕
事
を
し
な
が
ら
の
大
学
院
生
活
は
な

か
な
か
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

若
狹　

想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
毎
日
、

通
常
業
務
を
終
え
て
か
ら
金
沢
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ま
で
移
動
し
て
21
時
過
ぎ
ま
で
講
義
を
受

け
る
と
い
う
生
活
が
続
き
ま
し
た
の
で
。
特

に
課
題
や
論
文
の
時
期
は
明
け
方
ま
で
キ
ャ

ン
パ
ス
で
勉
強
し
、
急
い
で
自
宅
に
戻
っ
て

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
ま
た
仕
事
に
向
か
う
と

い
っ
た
日
々
で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

15
年
8
月
に
は
修
士
課
程
を
修
了
、
翌
年
5

来
を
守
る
こ
と
も
私
た
ち
の
重
要
な
役
割
の

一
つ
だ
と
思
う
の
で
す
。

―
そ
う
し
た
中
で
苦
境
か
ら
脱
す
る
企
業

は
ど
の
よ
う
な
経
営
努
力
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

若
狹　

苦
境
に
陥
っ
て
い
る
企
業
の
多
く
は

下
請
け
業
務
に
徹
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
等
に
よ
っ
て
利
幅
が
減

り
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
状

態
に
あ
り
ま
す
。
他
方
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し

て
い
る
企
業
は
提
案
型
の
モ
ノ
づ
く
り
や
サ

ー
ビ
ス
開
発
に
挑
み
、
他
社
に
は
そ
う
簡
単

に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う
な
事
業
展
開
を
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
企
業
は
小
規
模
で

あ
っ
て
も
強
気
の
価
格
交
渉
が
で
き
て
お
り
、

売
上
を
維
持
あ
る
い
は
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
中
小
企
業
が
地
方
で
生
き
残

っ
て
い
く
に
は
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
和
倉
温
泉
は
日
本
有
数
の
温
泉
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
減
少
は
地
域
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
か
。

若
狹　

金
沢
な
ど
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
ご
っ

た
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
和
倉
温
泉
は
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
た
め
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
減
少
の
影
響
は
そ
こ
ま
で
大
き
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
国
内
の
旅
行
者

が
減
少
し
た
影
響
は
深
刻
で
、
多
く
の
旅
館

が
売
上
を
大
幅
に
落
と
し
て
い
ま
す
。

―
中
に
は
売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
旅
館
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

若
狹　

以
前
か
ら
個
人
旅
行
客
向
け
に
客
室

露
天
風
呂
を
設
置
す
る
な
ど
個
室
対
応
に
力

を
入
れ
て
い
た
高
級
路
線
の
旅
館
に
関
し
て

は
、
他
の
旅
館
と
比
べ
る
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
い
る
状
況
で
す
。

旅
館
業
界
に
関
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

旅
館
業
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
と
も
コ
ロ
ナ
禍

に
関
連
し
た
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
今
の

う
ち
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
対
応
し
た
設

備
投
資
な
ど
に
踏
み
切
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

記
帳
代
行
は
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の

経
営
支
援
の
入
口
に
な
る

―
そ
う
い
っ
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
事
務
所
経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

若
狹　

事
務
所
を
引
き
継
い
だ
当
初
は
と
に

か
く
い
ろ
ん
な
仕
事
を
引
き
受
け
て
、
少
し

ず
つ
事
務
所
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
こ
う

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

下
手
に
拡
大
路
線
に
走
っ
て
し
ま
う
と
、
顧

問
先
に
対
す
る
き
め
細
か
い
気
遣
い
や
目
配

り
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
地
元
の
企
業
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
で
、
今
は
目
の
届
く
範
囲
の
顧
問

デスクの配置を工夫し、仕事に集中できるスペー
スが設けられたオフィスです
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こ
と
が
で
き
、
問
題
点
が
あ
れ
ば
い
ち
早
く

指
摘
し
、
適
宜
、
改
善
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
厳
し
い
指

摘
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
際
に
も
消
極
的
に
な
る
こ
と
な

く
、
あ
く
ま
で
も
正
し
た
ほ
う
が
良
い
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

若
狹　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
数
多
く
の
給
付

金
・
支
援
金
等
の
申
請
業
務
な
ど
に
対
応
し

て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
間
は
私
も
職

員
も
ほ
と
ん
ど
休
む
こ
と
な
く
働
き
続
け
て

き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
顧
問
先
に

け
で
す
が
、
私
は
常
々
、
職
員
に
向
け
て

「
ど
ん
な
質
問
に
対
し
て
も
真
摯
に
向
き
合

い
、
自
分
で
回
答
で
き
な
い
内
容
で
あ
れ
ば

私
に
確
認
し
て
、
正
確
か
つ
迅
速
に
回
答
し

て
ほ
し
い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

私
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
質
問
に
関
し
て
は
、

知
り
合
い
の
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
に
問

い
合
わ
せ
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
記
帳
代
行
を
入
口
に
し
な
が
ら
、
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。

若
狹　

そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
実
際
、

当
事
務
所
で
は
顧
問
先
の
9
割
程
度
の
記
帳

代
行
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ゆ
え

に
日
々
の
微
妙
な
変
化
を
敏
感
に
察
知
す
る

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
致

し
方
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

や
は
り
も
う
少
し
労
働
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
た
ら
、
ま
ず
は
事
務
所
の
働
き
方
改
革

を
積
極
的
に
進
め
、
新
た
な
職
員
を
迎
え
入

れ
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
な
ど
税
務
会

計
業
務
は
ま
す
ま
す
煩
雑
化
し
て
い
ま
す
が
、

M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
、
何
と
か
こ
の
目
標
を
果
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

先
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

若
狹　

年
商
数
億
円
規
模
の
企
業
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
は
中
小
零
細
企
業
で
す
。
経
理

に
コ
ス
ト
を
掛
け
ら
れ
ず
、
自
計
化
が
難
し

い
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

―
そ
の
よ
う
な
顧
問
先
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
か
。

若
狹　

こ
う
い
っ
た
企
業
の
多
く
は
社
内
に

税
務
会
計
に
精
通
し
た
社
員
を
抱
え
て
い
な

い
の
で
、
経
営
者
が
自
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
問
い
合
わ
せ
て
き
ま
す
。
そ
の
内
容
は
税

務
会
計
に
限
ら
ず
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
わ

事務所を引き継ぎ、地域の企業を支え続ける若狹 泰英先生

高校時代に進路に迷う時期があったという若狹先生で

すが、工務店に勤務していた父上から税理士という仕事

があること、そして税金は社会においてなくならないと

いうことを聞き、税理士の仕事を意識するようになった

そうです。そして、高校卒業後は大阪の専門学校に入

学して朝9時から夜10時まで勉強に励み、見事、その

年の6月には日商簿記1級に合格しました。ところが、「そ

こからが大変だった」と若狹先生。3年半で税理士試験

の3科目に合格したものの、都会暮らしが性に合わない

ため、いったん地元に戻ることを決意。以来、細川正

雄税理士事務所（若狹泰英税理士事務所の前身）に勤

務しながら勉強に励むことにしたのですが、「実務に明

け暮れて勉強の時間をつくることができないまま20数

年が経過してしまった」といいます。その後は本文で触

れた通り、細川先生の急逝を機に大学院に進学、修士

課程を修了することで試験科目の免除を受け、2016年

に悲願の税理士登録を果たしたそうです。

税 理 士 ま で の 歩 み
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日
時　

2
0
2
1
年
7
月
20
日（
火
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
全
国
各
所

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

議 

題
第
1
号
議
案
　
第
45
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
2
号
議
案
　
第
45
期
収
支
決
算
承
認
の
件

監
査
報
告

第
3
号
議
案
　
第
46
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
4
号
議
案
　
第
46
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

報
告
事
項

（
1
）新
任
副
会
長
の
件

（
2
）『
第
45
回
全
国
統
一
研
修
会 

熊
本
大
会
』開
催
の
報
告

（
3
）各
単
位
会
の
状
況

（
4
）各
委
員
会
の
活
動

（
5
）M
J
S
の
現
状

（
6
）そ
の
他

次
の
方
々
が
連
合
会
副
会
長
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
審
議
や
、
リ
モ
ー
ト
総
会
な
い
し
は
対
面
と

リ
モ
ー
ト
会
議
を
組
み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
開
催
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た

連合会 新任副会長
　東北会 新会長　

穀田 有一

連合会 新任副会長
　東京会 新会長　

小山内 光雄

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／2021年7月16日（金）
会場／ザ クラウンパレス新阪急高知
 ならびに各所（ハイブリッド開催）

≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪記念講演会≫
演題／農業の現状と尾野農園の経営
講師／株式会社 尾野農園 代表取締役社長　尾野 弘季 氏

四 国 会

日時／2021年7月5日（月）
会場／ホテル日航福岡
≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認
≪講演会≫
演題／博物館への道と九州国立博物館の展望
講師／独立行政法人国立文化財機構 理事長
 九州国立博物館 館長　島谷 弘幸 氏

九 州 会

日時／2021年6月8日（火）
書面審議総会
≪審議事項≫
第1号議案～第6号議案承認
≪Webセミナー≫
演題／企業オーナーと考える従業員の老後問題
 ～資産運用の基本とiDeCoプラス・NISA～

講師／沖縄銀行 営業推進部　稲野邊 詔士 氏

沖 縄 会

日時／2021年6月21日（月）
会場／MJS名古屋支社（総会は役員以外
 書面審議、講演の部はハイブリッド開催）
≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪記念講演会≫
演題／相続法（民法）の改正の要点と相続税へ

の影響～民法と相続税法の両面からの解説～

講師／MJS税経システム研究所 客員研究員

 税理士　武田 秀和 氏

中 部 会

日時／2021年7月15日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認
≪記念研修会≫
演題／相続財産が未分割である場合の取扱い
 ～未分割は税理士業務に様々なリスクが生じる～

講師／MJS税経システム研究所 客員研究員
 税理士　武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／2021年7月14日（水）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
 （講演会の部はハイブリッド開催）

≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認
≪記念講演会≫
演題／2021年東京オリンピックの意義
 ～なぜ日本のスポーツ界は東京五輪開催に

こだわったのか？

講師／スポーツ評論家　玉木 正之 氏

関東信越会

東 京 会

日時／2021年6月7日（月）
書面審議総会
≪審議事項≫
第1号議案～第4号議案承認

北 陸 会
日時／2021年7月9日（金）
書面審議総会
≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認

北 海 道 会

日時／2021年7月12日（月）
会場／ホテルメトロポリタン仙台
 （講演会の部はハイブリッド開催）

≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪講演会≫
演題／笑って学ぶ！相続対策
講師／落語家　笑福亭笑助 氏

東 北 会

第
46
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／2021年7月8日（木）
会場／MJS広島支社・MJS岡山支社
 ならびに各所（ハイブリッド開催）

≪審議事項≫
第1号議案～第3号議案承認
≪役員会・審議事項≫
①地区会活動・委員会活動について
②新規会員について
③今後の活動の計画について

日時／2021年7月2日（金）
会場／ハイアットリージェンシー
≪審議事項≫
第1号議案～第5号議案承認
≪研修会≫
演題／顧問先の資産を廻る税務
 －賃貸借・事業承継・生前贈与－
講師／税理士　岩下 忠吾 氏

11 月刊税理士事務所CHANNEL



年
貢
米
を
収
納
す
る
「
御
蔵
」
か
ら
発
展

趣
の
あ
る
歴
史
的
町
並
み
を
形
成

―
高
岡
市
教
育
委
員
会
事
務
局
・
文
化
財
保
護
活
用
課

2
0
2
0
年
12
月
23
日
に
高
岡
市
の
吉
久

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
、
市
内
で
3

カ
所
目
の
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
（
以
後
、
重
伝
建
地
区
）
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
吉
久
は
高
岡
市
の
北
東
部
、
小
矢

部
川
と
庄
川
に
挟
ま
れ
た
河
口
部
に
位
置
し
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
30
年
ま
で
に
建
て

ら
れ
た
切
妻
造
平
入
の
町
家
な
ど
が
残
り
、

特
有
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。　

も
と
も
と
、
吉
久
は
農
村
地
帯
で
、
農

業
や
川
漁
を
生
活
基
盤
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
加
賀
藩
の
年
貢
米
を
収
納
す
る
御お
く
ら蔵

の

設
置
に
あ
た
り
、
放ほ
う
じ
ょ
う
づ

生
津
往
来
沿
い
に
近
隣

の
村
々
か
ら
人
が
集
め
ら
れ
吉
久
新
村
が
で

き
、
元
の
吉
久
村
と
と
も
に
発
展
し
、
米
の

集
散
地
と
し
て
栄
え
始
め
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
、
高
岡
の
外
港
は
吉
久
の

対
岸
に
あ
る
伏
木
港
で
あ
り
、
米
や
加
賀
藩

の
特
産
物
等
を
北
前
船
で
大
坂
や
江
戸
に
運

び
売
却
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
吉
久
御
蔵

は
砺
波
・
射
水
平
野
で
収
穫
さ
れ
た
米
の
備

蓄
・
流
通
拠
点
で
あ
り
、
江
戸
後
期
に
は
加

賀
藩
最
大
の
御
蔵
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
期
の
地
租
改
正
で
吉
久
御

蔵
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
米
商
や
蔵
仲
間

と
呼
ば
れ
た
吉
久
の
有
力
な
町
民
は
、
米
の

流
通
に
精
通
し
た
経
験
を
生
か
し
て
合
同
で

米
穀
売
買
や
倉
庫
業
に
進
出
し
、
成
功
を
収

め
ま
し
た
。

吉
久
の
町
家
に
は
こ
う
し
た
歴
史
を
反
映

し
た
独
自
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
京
町
家
の

よ
う
な
商
家
風
の
表
構
え
で
あ
り
な
が
ら
、

雪
を
意
識
し
た
深
い
軒
が
あ
る
こ
と
、
内
部

に
一
般
的
な
町
家
に
み
ら
れ
る
「
通
り
土
間
」

が
な
い
こ
と
、
建
物
2
階
正
面
部
分
に
「
あ

ま
」
と
呼
ば
れ
る
稲
わ
ら
や
農
機
具
な
ど
の

物
置
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
吉
久
が
米
商
人
と

農
家
と
い
う
二
つ
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い

た
か
ら
こ
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
加
え

て
1
階
に
は
「
サ
マ
ノ
コ
（
狭
間
の
格
子
）」

と
呼
ば
れ
る
格
子
を
設
け
る
の
が
一
般
的
で
、

こ
れ
は
市
内
の
他
の
町
家
に
み
ら
れ
る
格
子

に
比
べ
て
桟
が
細
く
、
間
隔
も
細
か
い
た
め
、

よ
り
繊
細
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

今
般
の
重
伝
建
地
区
選
定
に
あ
た
っ
て
は

放
生
津
往
来
沿
い
の
町
並
み
に
江
戸
後
期
ま

で
に
形
成
さ
れ
た
〝
地
割
〞
が
当
時
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
点
、
吉
久
特
有
の
切
妻
造
平
入

の
町
家
が
残
り
、
河
口
部
に
栄
え
た
町
の
歴

史
的
風
致
を
今
に
伝
え
て
い
る
点
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

城
下
町
か
ら
商
都
に
シ
フ
ト

町
民
文
化
が
花
咲
い
た
高
岡
の
町
並
み

吉
久
の
町
並
み
に
続
い
て
、
高
岡
の
成
り

重要伝統的建造物群保存地区に選定された「吉久」と
平成の大修理が完了した国指定重要文化財「勝興寺」

北陸会企画

富山県北西部に位置する高岡市は県庁所在地の富山市に次ぐ県第2の都市です。高岡は、江戸初期に高岡城の城下町として開かれ、武
士の町から町人主体の「商工業の町」へと発展を遂げた珍しい歴史を持つ町として、文化庁の日本遺産第1弾に認定されています。さら
に昨年、市内の吉久伝統的建造物群保存地区が国の「重要伝統的建造物群保存地区」に選定されました。吉久は加賀藩の年貢米を収納し
た「御蔵」が設置され、米の集散地として栄えたところであり、伝統的な町家が現在まで残ることで知られます。今回は「吉久」の歴史、魅
力などを同市既存の重伝建地区「山町筋」「金屋町」と併せて、高岡市教育委員会事務局・文化財保護活用課にご紹介いただくとともに、
日本遺産の構成文化財であり、このほど平成の大修理が完了した国指定重要文化財「勝興寺」の歴史・見どころについても公益財団法人
勝興寺文化財保存・活用事業団の高田 克宏専務理事にお話しいただきました。　

石畳の通りに真壁造りの家が軒を連ねる金屋町重伝建
地区。銅器製品国内シェア90％以上という高岡の地
場産業、高岡鋳物発祥の地

金屋町にある高岡市鋳物資料館では初期の鋳物製造用
具、鋳物製品、古文書などが展示され、400年にわたる
高岡鋳物の歴史と伝統を知ることができる

吉久重伝建地区の放生津往来の町並み
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立
ち
や
他
の
重
伝
建
地
区
も
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
岡
の
町
は
約
4
1
0
年
前
の
江
戸
初
期

に
、
加
賀
前
田
家
2
代
目
当
主
・
前
田
利
長

（
初
代
当
主
利
家
公
の
嫡
男
）
に
よ
っ
て
城
下

町
が
開
か
れ
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
ま
す
。

利
長
は
1
6
0
5
年
、
3
代
当
主
と
な
る
利

常
に
家
督
を
譲
り
、
加
賀
藩
主
の
居
城
で
あ
る

金
沢
城
か
ら
隠
居
し
て
富
山
城
に
移
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
富
山
城
が
火
災
に
あ
っ
た
た

め
、1
6
0
9
年
、
新
た
に
高
岡
に
城
を
築
い

て
居
城
と
し
ま
し
た
。
利
長
は
高
岡
入
城
に

際
し
、
北
陸
道
沿
い
に
近
隣
の
城
下
町
か
ら

商
人
を
招
い
て
、
商
人
町
を
町
立
て
し
ま
し

た
。1
6
1
1
年
に
は
鋳い

も

じ
物
師
を
招
い
て
、
町

人
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
道
具
で
あ
る
鍋
・

釜
・
鉄
瓶
、
鋤す
き

や
鍬く

わ

等
、
城
下
の
整
備
の
た

め
に
必
要
な
城
門
や
橋
の
鉄
製
金
具
等
の
鋳

物
造
り
に
専
念
さ
せ
ま
し
た
。
高
岡
の
発
展

の
土
台
を
造
っ
た
利
長
で
す
が
、
在
城
わ
ず

か
5
年
で
亡
く
な
り
、
家
臣
団
は
金
沢
に
引
き

揚
げ
た
た
め
、
家
臣
を
主
要
な
商
売
相
手
と
し

て
い
た
商
人
た
ち
は
商
売
が
成
り
立
た
な
く

な
り
、
町
を
出
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
代
当
主
の
利
常
は
、
町
人
が
少
な
く
な

っ
た
高
岡
城
下
の
荒
廃
を
憂
い
、
高
岡
町
人

の
他
所
転
出
の
禁
じ
、
家
臣
団
の
武
家
屋
敷

跡
に
は
新
た
な
町
人
の
移
住
を
す
す
め
ま
し

た
。
加
え
て
当
時
、
越
中
の
特
産
品
で
あ
っ

た
麻
布
の
集
積
地
と
し
、
魚
問
屋
や
塩
問
屋

の
創
設
を
認
め
、
家
臣
の
武
士
が
い
た
城
下

町
か
ら
加
賀
藩
の
物
資
が
集
積
す
る
商
都
へ

と
変
容
を
遂
げ
る
転
換
策
を
講
じ
ま
し
た
。

利
長
が
町
立
て
し
た
商
人
町
で
あ
る
「
山

町
筋
」
は
、2
0
0
0
年
に
高
岡
市
最
初
の

重
伝
建
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
商

都
高
岡
の
中
心
地
で
あ
り
、
菅
野
家
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
豪
商
が
生
ま
れ
、
明
治
時

代
に
は
米
の
商
会
所
や
多
く
の
金
融
機
関
が

築
か
れ
ま
し
た
。
今
日
に
み
ら
れ
る
土
蔵
造

り
の
町
家
は
、1
9
0
0
年
の
大
火
後
の
復

興
の
際
、
防
火
構
造
の
建
造
物
と
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
り
、
中
に
は

観
音
開
き
の
土
扉
や
左
右
に
防
火
壁
な
ど
を

有
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の

近
代
化
や
富
の
集
積
を
示
す
、
本
格
的
な
洋

風
建
築
で
あ
る
赤
レ
ン
ガ
の
銀
行
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
高
岡
御
車
山
を
所

有
・
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
山
町
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

鋳
物
師
を
招
き
集
住
し
て
形
成
さ
れ
た

「
金
屋
町
」
は
2
0
1
2
年
に
重
伝
建
地
区

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
真
壁
造
り
の
町
家
が

立
ち
並
び
、
時
代
ご
と
に
特
徴
的
な
構
造
や

意
匠
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
岡
に
は
趣
の
異
な
る
町
並
み
が
残
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
い
た
だ
き

散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

高岡御車山祭
例年5月1日の高岡関野神社春季例大祭で執り行われる。
山町一帯で高岡の金工・漆工などの技術の粋を集めた7
基の御車山が、華やかにかつ厳かに奉曳（ぶえい）する

勝興寺は日本遺産「加賀前田家ゆかりの町民文化が花
咲くまち 高岡―人、技、心―」の構成文化財でもある
富山県高岡市伏木古国府17-1
■拝観・観光ボランティアガイド利用などの申し込み
☎0766-44-0037勝興寺

明治時代の優れた防火建築が残る山町筋。土蔵造りの
旧家42棟が立ち並ぶ

画像提供：高岡市教育委員会、（公財）勝興寺文化財保存・活用事業団

1795年に建立された勝興寺本堂。間口39.4m、奥行
37.5mの巨大な木造建築物。長さ最大9mの柱が122
本も立っている。平成の大修理では半解体修理が行わ
れた

勝興寺総門と鼓堂。約3万㎡の境内にある最初の門が
総門で、鼓堂では江戸時代から戦前まで境内や周辺地
域に時間を知らせるために太鼓が打ち鳴らされていた
という

勝興寺の唐門（国指定重要文化財）。1769年に京都興正
寺で建立され、明治時代に勝興寺に移築されたものだ
という
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多
く
の
歌
が
『
万
葉
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
勝
興
寺

の
他
に
類
を
見
な
い
特
徴
は
寺
院
景
観
に
表
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
江
戸
時
代
中
・
後
期
当

時
の
姿
が
今
日
ま
で
現
存
し
て
い
ま
す
。
新

し
く
建
て
ら
れ
て
い
る
の
は
境
内
の
ト
イ
レ

と
受
付
く
ら
い
で
、
他
は
す
べ
て
当
時
の
ま

ま
で
す
。

今
年
4
月
11
日
に
は
23
年
間
に
わ
た
る
保

存
修
理
事
業
「
平
成
の
大
修
理
」
の
竣
工
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。1
9
9
8
年
に
本
堂

の
保
存
修
理
に
着
工
、
昨
年
に
は
本
堂
や
総

門
な
ど
重
要
文
化
財
建
造
物
12
棟
の
修
復
を

終
え
、
景
観
整
備
や
堀
の
浚
渫
な
ど
を
経
て

今
年
3
月
末
に
完
工
し
ま
し
た
。

大
伽
藍
な
ど
江
戸
時
代
後
期
の
状
態
に
戻

っ
た
勝
興
寺
を
訪
ね
な
が
ら
、
歴
史
・
文
化

遺
産
の
香
り
高
い
伏
木
地
区
の
町
歩
き
、
そ

し
て
雄
大
な
立
山
連
峰
が
眼
前
に
ひ
ろ
が
る

雨あ
ま
は
ら
し晴
海
岸
な
ど
を
散
策
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

奈
良
時
代
、
越
中
国
府
が
置
か
れ
た

伏
木
に
立
つ
重
文
「
勝
興
寺
」

―
高
田 

克
宏
氏
（
公
益
財
団
法
人 

勝
興
寺
文
化

財
保
存
・
活
用
事
業
団 

専
務
理
事
）

「
雲
龍
山 

勝
興
寺
」
は
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
寺
院
で
す
。
真
宗
王
国
越
中
に
お
け
る

代
表
的
寺
院
で
あ
る
と
同
時
に
本
願
寺
を
支

え
る
連
枝
寺
院
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
働
き

を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
歴
史
か
ら

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
5
8
4
年
、
現
在
地
に
移
転
し
た
勝
興

寺
は
、
戦
国
期
に
は
越
中
に
お
け
る
一
向
一

揆
の
拠
点
寺
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浄
土
真
宗
の
一
大
拠
点
と
し
て
近

世
に
は
本
願
寺
や
加
賀
前
田
家
と
も
関
係
を

強
め
、
藩
政
期
を
通
し
て
門
前
地
を
寺
内
町

と
し
て
支
配
下
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
寺
内

町
が
舟
運
業
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
中
で
も
勝

興
寺
は
そ
の
中
核
と
し
て
存
在
感
を
示
し
、

現
在
で
も
寺
内
町
・
港
と
一
体
と
な
っ
た
風

情
を
残
し
て
い
ま
す
。

勝
興
寺
の
敷
地
は
約
3
万
㎡
に
も
及
び
、

本
堂
を
含
む
12
棟
の
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後

期
の
建
造
物
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
境
内
は
奈
良
時
代
の
越
中
国

府
の
所
在
地
で
あ
り
、
国
守
と
し
て
万
葉
歌

人
の
大
友
家
持
が
5
年
間
赴
任
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
、
越
中
の
自
然
と
風
土
を
詠
ん
だ

●重要伝統的建造物群保存地区
2020年12月末現在で43道府県の101市町
村123地区（文化庁）を選定。文化財保護法
に規定された文化財種別のひとつで、市町村が
定めた伝統的建造物群保存地区の中でも特に
価値が高いものを国が「重要伝統的建造物群
保存地区」として選定し、さまざまな支援を行う。

MJSからのお知らせ

9
月
11
日
か
ら
10
月
10
日
に
か
け
て
、

東
京
都
の
上
野
に
あ
る
東
京
藝
術
大
学
大

学
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
、「
み
ろ
く

―

終
わ
り
の
彼
方 

弥
勒
の
世
界

―
」
の
招

待
券
を
10
組
20
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。「
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の
由
来
で

も
あ
る
弥
勒
菩
薩
の
起
源
を
辿
る
本
展
に
、

M
J
S
は
特
別
協
賛
を
し
て
お
り
ま
す
。

釈
迦
仏
入
滅
。
こ
の
暗
く
沈
ん
だ
世
界

に
救
世
の
光
を
も
た
ら
す
未
来
仏
・
弥
勒
。

東
ア
ジ
ア
で
広
く
親
し
ま
れ
、
日
本
に
深

く
浸
透
し
た
弥
勒
は
誕
生
の
地
ガ
ン
ダ
ー

ラ
か
ら
時
空
を
超
え
、
交
易
と
仏
教
伝
来

の
道
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
辿
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ

ク
シ
ュ
を
抜
け
、
天
山
を
越
え
、
海
を
渡

っ
て
遥
か
東
方
の
日
本
に
至
っ
て
い
ま
す
。

6
世
紀
、
そ
の
中
継
地
と
な
っ
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
磨
崖
に
、
像

高
55 

m
の
弥
勒
の
大
仏
（
西
大
仏
）
が
刻

ま
れ
、
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
戦
乱
の
中
で
、

バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
仏
た
ち
は
破
壊
さ
れ
、
往

古
の
姿
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
弥
勒
菩
薩
像
、
ス
ー
パ
ー
ク
ロ

ー
ン
文
化
財
の
技
術
を
も
っ
て
原
寸
大
復

元
し
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン
E
窟
仏
龕
天
井
壁
画

の
《
青
の
弥
勒
》
を
中
心
に
、
ス
ー
パ
ー

ク
ロ
ー
ン
の
敦
煌
莫
高
窟
2
7
5
窟
交
脚

弥
勒
菩
薩
像
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
東
大
仏
天
井

壁
画
《
天
翔
け
る
太
陽
神
》、
法
隆
寺
金
堂

9
号
壁
を
一
堂
に
会
し
、
弥
勒
の
道
を
辿

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
る

「
み
ろ
く
―
終
わ
り
の
彼
方 

弥
勒
の
世
界
―
」の
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

り
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

2
0
2
1
年
9
月
11
日
（
土
）〜
10
月

10
日
（
日
）

【
応
募
方
法
】

・
応
募
期
限
：
2
0
2
1
年
9
月
7
日

（
火
）

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
数
：
10
名
様（
20
枚
）

・
応
募
方
法
：
官
製
は
が
き
か
F
A
X
、

ま
た
は
e
メ
ー
ル
に
て
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、希
望
枚
数（
お
一
人
様
最
大
2

枚
ま
で
）を
明
記
の
上
、以
下
の
宛
先
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。※
当
日
消
印
有
効

・
応
募
先
：
〒
1
6
0

－0
0
0
4 

東

京
都
新
宿
区
四
谷
4

－29

－1 

M
J
S

ビ
ル 

ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

社
長
室 

広

報
・
I
R
グ
ル
ー
プ「
C
H
A
N
N
E
L

み
ろ
く
の
世
界
展
」
係

F
A
X
：
0 

3

－

5
3
6
0

－

3
4
3
0

e
メ
ー
ル
：prteam

@
m
js.co.jp

・
当
選
発
表
：
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。当

選
結
果
は
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

換
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

敦煌莫高窟第275窟
弥勒菩薩交脚像
撮影：大村次郷様

勝興寺本堂の内陣
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ミロク会計人会

れ
た
ゴ
ル
フ
は
全
て
参
加
し
、
そ

の
甲
斐
も
あ
っ
て
ス
コ
ア
が
順
調

に
良
く
な
り
、
ベ
ス
ト
81
ま
で
上

達
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
観
察
力
、
想
像
力
、

決
断
力
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
仕
事
に
も
通
じ

る
こ
と
で
、
お
客
様
や
現
状
を
観

察
し
、
ニ
ー
ズ
や
成
果
、
未
来
を

想
像
し
、
そ
の
た
め
の
行
動
を
決

断
す
る
。
仕
事
の
み
な
ら
ず
人
生

に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
気
が
し

ま
す
。

毎
回
ラ
ウ
ン
ド
後
に
は
、「
た

ら
れ
ば
」
が
付
き
物
で
す
が
、
こ

れ
も
ま
た
仕
事
や
人
生
と
同
様
。

も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
は
好

き
な
の
で
、
純
粋
に
プ
レ
ー
す
る

こ
と
も
楽
し
い
で
す
が
、
ふ
と
客

観
的
に
見
た
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ

な
シ
ー
ン
で
仕
事
や
人
生
と
重
ね

て
見
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
面

白
さ
や
奥
深
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。ゴ

ル
フ
を
語
る
に
は
未
熟
す
ぎ

ま
す
が
、
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気

の
ス
ポ
ー
ツ
な
の
に
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

心
と
技
術
と
体
と
が
整
っ
た
状
態

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理

解
で
き
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

今
年
50
歳
に
な
り
、「
五
十
に

し
て
天
命
を
知
る
」
と
の
孔
子
の

言
葉
の
通
り
、
仕
事
と
ゴ
ル
フ
が

私
に
授
け
ら
れ
た
使
命
だ
と
思
っ

て
、
心
技
体
を
充
実
さ
せ
、
日
々

楽
し
み
な
が
ら
邁
進
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
未
経
験
の
方
は

ぜ
ひ
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
ハ
マ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
。

早
い
も
の
で
、
会
計
の
仕
事
に

就
い
て
20
数
年
。
振
り
返
る
と
、

大
し
た
趣
味
も
な
か
っ
た
私
は
、

ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
仕
事
に
費
や

し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
も
う
少
し
人
生
を
楽
し
む
べ
き
」

と
の
諸
先
輩
か
ら
の
助
言
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
誘
い
を
断
り
続
け

て
い
た
ゴ
ル
フ
を
、
一
念
発
起
し

一
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
か
な

り
の
遅
咲
き
デ
ビ
ュ
ー
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
例

に
漏
れ
ず
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ

か
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
転
、
誘
わ

「ゴルフを通じて思うこと」

フクイカントリー中コース4H　第1打
あと少しでホールインワン

福井県越前市　小木 崇永
北陸ミロク会計人会
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